
事業所の名称

令和元年６月１日現在

条例第11条第
３項の区分

認定研修の受講終了年
月日及び修了証番号

平成28年3月10日

第2807777号
平成29年10月13日

第2908888号
平成30年12月13日

第3009999号
平成30年12月13日

第3009996号

主な経歴採用年月日

職 員 名 簿

放課後児童クラブ○○○

No
(フリガナ）
職員氏名

放課後児童支援員の資格要件

（１）

テンミョウ　ヨシコ

天明　良子

H27.4.1

H27.4.1

H27.4.1

職名 職務の内容

放課後児童
支援員

放課後児童
支援員

放課後児童
支援員

放課後児童
支援員

補助員

その他

パート・アル
バイト

7

1

2

3

4

常勤職員

非常勤職員

サノ　タロウ

佐野　太郎
タヌマ　ハナコ

田沼　花子

H27.4.1

10

パート・アル
バイト

サカイ　ユウコ

界　優子
ジョウホク　カズオ

城北　和夫

5

6

H29.4.1

H30.4.1

雇用形態

常勤職員
・放課後児童の健全育成の支援
・事業所所長
・事業にかかる事務処理

平成25年から2年間、○○保育園に保育士と
して従事。

・放課後児童の健全育成の支援
・事業にかかる事務処理

12

8

11

9

平成27年から放課後児童の健全育成の支援
に携わる。常勤職員

クズウ　ナミエ

葛生　奈美恵

（４）

・放課後児童の健全育成の支援
・障害児への支援

平成20年から5年間、○○会（障害者支援施
設）で生活支援員として従事。

平成25年から平成27年に○○クラブで放課
後児童の健全育成の支援に携わる。

平成29年から放課後児童の健全育成の支援
に携わる。

特になし。・送迎車の運転

・放課後児童の健全育成の支援
・放課後児童支援員の補助

（３）

（２）

・放課後児童の健全育成の支援



【留意事項】

１． 放課後児童支援員として従事する職員は、放課後児童支援員認定資格研修修了証の写しを添付してください。

２． 名簿の内容に変更が生じた場合は、変更届（様式2）の提出が必要です。

３． 記載欄が足りない場合は、複数枚使用し、ナンバリングをして添付してください。

４． 職員名簿は支援の単位ごとに作成してください。

【佐野市放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に関する条例第１１条第３項に定める者の区分】
（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

（６）

（７）

（８）

（９）

（１０） ５年以上放課後児童健全育成事業に従事した者であって、市長が適当であると認めるもの

高等学校卒業者等であり、かつ、２年以上放課後児童健全育成事業に類似する事業に従事した者であって、市長が適当であると認めるもの

保育士の資格を有する者

社会福祉士の資格を有する者

学校教育法の規定による大学（旧大学令（大正７年勅令第388号）による大学を含む。）において、社会福祉学、心理学、教育学、社会学、芸術
学若しくは体育学を専修する学科又はこれらに相当する課程を修めて卒業した者（当該学科又は当該課程を修めて同法の規定による専門職大学
の前期課程を修了した者を含む。）

学校教育法の規定による大学において、社会福祉学、心理学、教育学、社会学、芸術学若しくは体育学を専修する学科又はこれらに相当する課
程において優秀な成績で単位を修得したことにより、同法第102条第２項の規定により大学院への入学が認められた者

学校教育法の規定による大学院において、社会福祉学、心理学、教育学、社会学、芸術学若しくは体育学を専攻する研究科又はこれらに相当す
る課程を修めて卒業した者

外国の大学において、社会福祉学、心理学、教育学、社会学、芸術学若しくは体育学を専修する学科又はこれらに相当する課程を修めて卒業し
た者

学校教育法（昭和22年法律第26号）の規定による高等学校（旧中等学校令（昭和18年勅令第36号）による中等学校を含む。）若しくは中等教育
学校を卒業した者、同法第90条第２項の規定により大学への入学を認められた者若しくは通常の課程による12年の学校教育を修了した者（通常
の課程以外の課程によりこれに相当する学校教育を修了した者を含む。）又は文部科学大臣がこれと同等以上の資格を有すると認定した者（第
９号において「高等学校卒業者等」という。）であって、２年以上児童福祉事業に従事したもの

教育職員免許法（昭和24年法律第147号）第４条に規定する免許状を有する者


